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・当初計画：鋼製枠堰堤

8-1 貯砂堰堤の構造形式の変更

ブロック積（１号貯砂堰堤）

・実施工：コンクリートブロック堰堤を採用
（△ 25百万円）

施工性・経済性
において再検討

ブロック積

鋼製枠

基礎資料 P 30
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8-２ 第三頭首工のエプロン補修工の変更

普通コンクリート（第三頭首工）

・当初計画：高強度コンクリートを
用いた打替え工法

・実施工：普通コンクリートを用いることに変更
（△ 17百万円）

現況の劣化進行度から、
（機能確保が図れることを確認の上、）材料規格を見直し

→ 普通コンクリート

基礎資料 P 30
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キッズページ（木曽調ウェブ）

・本事業の取組や、歴史・役割などについて広く周知を図る活動
を行っている。

基礎資料 P 31～32
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45ダム下流域の洪水被害軽減への対応

「芸濃名所めぐり」

での地区PR

（事業紹介）

ダムカード県営事業により小水力発電施設を整備

基礎資料 P 33～34



地区内の優良経営体事例

評価書P〇、基礎資料P〇10．その他
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<佐藤みかん園>

<(株)前川農産>

<(株)林営農センター>

<浅生 哲也氏>

<鈴木農産>

・みかんと水稲の複合経営

・後継者育成を推進

・ICT活用による水稲作業

の省力化

・高収益作物のキャベツを導入

・有機、減農薬による生産

・JGAP認証取得

・高齢化が進む地域の農家

から水稲作業を受託

・施設野菜を直売所に出荷

・水稲の他、いちごの栽培

基礎資料 P 35
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評価項目のまとめ（案）



評価書P〇、基礎資料P〇■ 評価項目のまとめ（案）
・本地区は、県内有数の水田農業地帯であり、水稲を中心に、水
田の畑利用による小麦、大豆等の土地利用型作物の他、キャベ
ツやねぎ等を組み合わせた営農が展開されている。

・関係市では、農業経営体数や耕地面積は減少しているものの、
担い手への農地集積が進み、大規模水稲経営や高収益作物の導
入も行われている。

・本事業の進捗状況は、第三頭首工の改修が完了し、安濃ダム湖
内の堆砂除去工事や用水路、水管理施設の改修を順次進め、令
和３年度末時点での進捗率は81.8％となっている。

・現時点において、事業計画の重要な部分の変更の必要性はな
く、費用対効果分析の基礎となる要因にも大きな変化は見られ
ない。

・本事業に対する地元の期待は大きく、地域の農業、ダム下流域
の安全を支える重要な施設整備であり、今後も環境との調和へ
の配慮とコスト縮減に努め、事業効果の早期発現に向け、着実
に事業の推進に努めていく必要がある。 48以上


